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予約型乗合バスの現状とアンケート調査報告について 

 

１．予約型乗合バスの利用状況 

登録者の推移 （１）

・平成 25 年 12 月より運行を開始した予約型乗合バスの登録者は 2,015 人（平成

29 年 12 月時点）である。 

・毎月 10 人程度の新規登録者がおり、利用者は増えている。 

 
 

利用者数 （２）

・予約型乗合バスの日利用者数は、約 20 人/日と横ばいに推移している。 

 

資料―２ 
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利用者の年齢 （３）

・利用者の年齢は、全年齢層で利用されているものの、60 歳以上が約 6 割、70 歳

以上が約 5 割と高齢者の利用が多い。 

・世代別では、40 代の利用が約 2 割を占め、2 番目に多い。 

 
 

乗合所 （４）

・「小出支所」「マム」「文教大学」の順に利用が多い。 

・「マム」は、運行区域外であったが地域住民の要望を受け平成 27 年 12 月から新

規追加した乗合所であり、平成 29 年度には 41 人が合計 589 件利用している。 

 

※マム：フードマーケット マム湘南みずき店  

60 歳以上 

n=4,471 

n=8,942 
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時間帯別利用者数 （５）

・18 時台、19 時台の利用者数は、1 人/時 未満とほぼ利用されていない。 

・少ない時で月に 1 人、多い時で月に 20 人程度が利用している。 

 

 
  

曜日別利用者数 （６）

・土日祝日の利用は、平日の半分の 10 人/日 前後の利用である。 

・北部循環市立病院線も休日ダイヤで本数は少なくなるが、土日祝日の利用が少な

い。 
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２．アンケート調査報告 

調査概要 （１）

① 目的 

予約型乗合バスの利用可能性の観点から、利用していただきやすい方として、利用

登録者のうち、これまで一度も利用されていない方、および最終利用日から時間が経

過している方（平成 29 年 9 月以降未利用）を対象に、アンケート調査し、利用しな

い理由や今後の利用意向等について調査した。 

 

② 配布・回収状況 

アンケートは、市内在住の方を対象に郵送により 500 人に配布し、郵送により 314

人（回収率 62.8％）を回収した。なお、回収のうち回答が少ないものは無効票として

扱い最終的には、有効回答数を 295 人とした。 

（配布：平成 29 年 12 月 26 日  回答期限：平成 30 年 1 月 15 日） 

 

 

 

回答者の属性 （２）

① 住まい 

・最近未利用者と非利用者の地区構成に差はなく、芹沢、堤（湘南ライフタウン）

が約３割、それ以外は約 1 割である。 

 

  

項目 内容 備考
配布数 500人
回収数 314人
回収率 62.8%
無効票 19人 回答が少ないもの
有効回答数 295人有効回答率：59.0% 



5 

② 年齢 

・回答者の年齢構成は、60 歳以上が約 6 割、70 歳以上が約 5 割と高齢者の回答者

が多い。 

 

 
 

 

③ 性別 

・「女性」が約７割と多い。 
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④ 職業 

・「主婦・主夫」が約 4 割、「無職・定年退職」が約 3 割を占める。 

 

 

 

 

日常の移動実態 （３）

① 外出目的 

・「買物」が約 4 割で、それ以外は約１割である。 
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② 外出目的地 

・「茅ヶ崎駅周辺」が最も多く 26.8％、次に「湘南ライフタウン周辺（藤沢市）」が

18.6％である。 

 

 

※ 複数回答 

 

③ 交通手段 

・「自家用車」が最も多く 52.5％、次に「路線バス」が 43.4％である。 

 

 

※ 複数回答 

  

3.9% 

3.4% 

2.6% 
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④ 外出頻度 

・「ほぼ毎日」「週に２~３日」がそれぞれ約 4 割と外出頻度の高い人が多い。 

 

 
 

⑤ 時間帯 

・朝は 9 時台、10 時台が、夕方は 16 時台がピークとなっており、日中の時間に集

中している。 

 

 
  

n=590 
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⑥ 現在の交通手段の満足度 

・「満足」「ふつう」と回答した現在の交通手段に困っていない方は、73.6％と多い。 

・その「満足」「ふつう」と回答した現在の交通手段は、「自家用車」が 54.8％、路

路線バスが 39.6％である。 

・「不満」と回答した方の現在の交通手段は、「路線バス」が 54.4％、「自家用車」

が 47.1％である。 

 
 

 
※ 複数回答 

 
※ 複数回答 

2.8% 

3.3% 

2.4% 

5.9% 

8.0% 
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予約型乗合バスの認知状況 （４）

① 認知状況 

・利用者登録について約 9 割が知っており認知は高い。 

 

 
 

 

② 登録経緯 

・「将来、利用するつもりで登録した」が約 7 割を占める。 
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予約型乗合バスを利用しない理由 （５）

① 利用したことがない方【非利用者】の利用しない理由と今後の利用意向 

・利用しない理由は、「今は使わないが、将来使いそうだから」が 58％、「他の交

通手段が便利」が 28％、「バスなどの乗り継ぎが面倒」が 28％と多い。 

・今後の利用意向は、「利用したい」が 24％、「自分で移動できなくなったら利用

したい」が 55％である。 

・上記に示したように利用したことがない方の多くは、自家用車や路線バスなどを

使っており移動に困っておらず、すぐの予約型乗合バスの利用は、期待できない。 
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② 最近利用していない方【最近未利用者】の利用しない理由と今後の利用意向 

・「行きたい場所に行けない」が最も多く 28％を占め、行き先としては、件数は少

ないが、「各種医療機関」や「茅ヶ崎駅」の要望が多い。 

・「バスなどへの乗り継ぎが面倒」との意見が 22％を占めており、茅ヶ崎駅には、

予約型乗合バスから路線バス等への乗り継ぎを前提としたサービスを提供して

いるが、乗り継ぎに関する抵抗は依然として大きい。 

・最近利用していない方の約 6 割が、今後「利用したい」と回答している。 

・上記に示したように、最近利用していない方は、移動に困っている方が多く、利

用意向が高いと考えられる。 

 

 

＜「行きたい場所に行けない」の自由記述＞ 

  

各種医療機関 9

茅ケ崎駅方面 7

香川駅方面 5

寒川駅方面 4

辻堂駅方面 3
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３．収支状況（平成28年度） 

・年間約 1,400 万円（収支率 5％）の市の負担で予約型乗合バスを維持している。 

・予約型乗合バスの利用者数が横ばいになっている状況もあり、収支改善を図って

いく必要がある。 

 

 

 

４．予約型乗合バスの考えられる収支改善の対応策について 

予約型乗合バスの収支改善には、以下のとおり、利便性を高め利用者数を増やすこ

とと、運行コストを減らすことが考えられる。今後は、収支改善に向けた検討を進め

ていく。 

 

① 地域ニーズを踏まえた運行内容の見直しによる利用者数の増加 

地域の生活圏を意識した運行を検討する必要がある。特定施設への乗り入れや運行

範囲を広げることで利用者の増加につながると考えられる。さらに声を掛け合い同時

に複数人乗車をしてもらうことで、運行効率と運賃収入増加が期待できる。 

また、当該見直しに伴う運賃設定及び車両サイズについても検討が必要である。 

 

② 運行時間・運行曜日の見直しによる運行経費削減 

利用の少ない 18 時台、19 時台及び土曜日や日曜日の運行をやめるなど、人件費を

中心とした運行経費の削減を行い、収支改善を図っていく必要がある。 

 

③ 運行経費の見直し調整 

コミュニティバス北部循環市立病院線の収支率を一つの基準として、運行経費の縮

減を検討する。さらに、経費圧縮ありきでの運行計画を検討し、どこまでサービス水

準を変更できるか、地域と調整を行う。 

 

 

  

項目 運行経費 利用者数 運賃収入 市負担額 収支率

収支（年間） 14,412,331円/年 6,779人/年 677,850円/年 13,734,481円/年 5%

収支（1日あたり） 39,486円/日 19人/日 1,857円/日 37,629円/日 5%

収支（年間） 31,169,538円/年 30,247人/年 5,396,952円/年 25,772,586円/年 17%

収支（1日あたり） 85,396円/日 83人/日 14,786円/日 70,610円/日 17%

予約型乗合

バス

北部循環市

立病院線
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＜参考：アンケート調査票＞ 
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